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＜連絡事項＞

・本日、田嶋弘樹様退院となっています。

・２月１４日（月）～１５日（火）、中野Dr.が不在となります。

・休日夜間一時配置薬について、以前の案では「電解質維持液はペンライブのみを２本」として

いましたが、最近の処方状況やニーズ等から、ソリタＴ３（500ml）が適切と判断し直されまし

た。不備や他のニーズが発生した場合は再度検討するとの事です。詳細は各自ＷＩＺメール添

付ファイルを確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・鈴木　和則様～他科受診にて処方のアトピー皮膚炎で使用している軟膏（アンテベート軟膏・

プロトピック軟膏・デルモベートスカルプローション）について、当院での切

り替え希望としていましたが、当院では代替薬無いとの事ですので、今週木曜

日診察時に主治医へ情報提供し、検討して頂きましょう。

・中居　松男様～徐々に食事が摂れてきている事と、血糖値が高値である為、エンシュアリキッドが本日朝で終了となっています。経口摂取状況を観察し、補食で対応していく事としています。

・種市　久子様～白血球上昇あり抗生剤処方になっていましたが、一週間服用継続していた為、本日で飲み切り終了となっています。本日採血施行し、ＦＡＸ依頼している為、検査結果を見てから今後について検討するとの事です。また、咳聞かれている為、ムコキールが３×３日分処方となっています。

・松川　麗様～精神症状不安定の為、ジプレキサ（５）→（１０）１×ｖｄｓに増薬となっています。引き続き、精神症状の観察を行っていきましょう。

・川村　敏也様～本日八戸赤十字病院皮膚科受診し、洗浄、ゲーベン軟膏での処置継続の指示あります。肉芽形成の仕方次第で、今後皮膚移植も考えるとの事でしたので、処置後は詳細を必ずカルテ記載する様にして下さい。次回２月２５日（金）11:00～受診予定となっており、外出届、持参金依頼書は提出済みです。

・安達　貴浩様～昨日準夜帯より、スタッフ、電話口での御家族様に対する威嚇、暴言や粗暴行為あり、東Ａユニットへ環境調整しています。移動後、日課は問題なく行えていますが、再度御家族様へ電話連絡し、大声をあげる事あります。母様より折り返し病棟へ電話連絡あり、現在の状況や電話制限も可能である事説明しています。

・舘ヶ沢　トミ様～夜間の睡眠不安定の為、セロクエル（２５）１Ｔ、ハルラック（０．２５）１Ｔ　１×ｖｄｓ　３日分処方となっている。また、本日歯科受診され、義歯をネーム入れに出しています。義歯が戻ってくるまでの間、全粥・キザミ食へ食事形態変更し、対応する事としています。（本日夕食～）

・木村　慶喜様～昨日トイレ内で横たわり、ぼんやりとしている事ありますが、バイタルに異常

は見られていません。日内変動の指示ありますが、異常なく経過しています。

引き続き、低血糖症状に注意し、観察していきましょう。

・西舘　啓子様～各食主食がパン食となっていましたが、本人希望により、明日から朝のみ食パンへ食事形態変更となっています。食事摂取状況の確認をしていきましょう。

＜新入院患者様＞

舘　ひろ子様（６０）　主病名：アルコール依存症　身体合併症：肝硬変、糖尿病

　　　　　　　　　　　主治医：川端Dr.　入院形態：医療保護入院（当院５回目）

　　　　　　　　　　　治療計画：点滴療法（２月９日から５日間）によりアルコールの解毒治療を行う。抗酒剤の量を調整する。

　　　　　　　　　　洗濯：業者　買物：カードなし　食事：軽食、納豆禁

＜経過＞平成２２年１１月５日に退院。その後は外来通院され断酒を継続していた。平成２３年１月２０日に実母が他界。ショックを受けその後連続飲酒状態となり、本日朝まで飲酒されていた（酒量は不明）。本日御家族と一緒に受診され、担当医よりアルコールが体内から抜けるまで約1週間の予定での入院治療の必要性の説明あり。御家族の同意得られ、１０時４０分、東Ｄユニット１９号室へ医療保護入院となる。

・本日は検査以外は自室より出ない様にとの指示あり。

・食事はレストランからの配膳となり、自室で食べて頂く。

・点滴１本／日（本日より５日間）の指示あり。

・内服薬、本日昼～６日分臨時処方となっている。

棟方　直浩様（４５）　主病名：精神遅滞（重度）　主治医：田名部Dr.

　　　　　　　　　　　入院形態：医療保護入院（当院２回目）

　　　　　　　　　　　指示内容：①身体状態の観察　②転倒、誤嚥に注意

　　　　　　　　　　　洗濯：業者　買物：カードなし　食事：ミキサー・トロミ食、全介助

＜経過＞平成１９年５月１６日当院退院後、清岳園入所し、定期的に外来通院行っていた。平成２３年１月より、こだわり行動に伴い、大きな声をあげて自傷する事があった為、薬物調整していた。薬物調整後、傾眠傾向、騒ぐ、誤嚥、歩行不安定さあり、施設対応困難との事で、入院希望。入院の必要性説明し、母親の同意得られた事から、東合併症室へ医療保護入院となる。

・リハパン等の日用品は入所先である清岳園に連絡すると差し入れて下さるとの事。

・トロミアップ持参。

・口腔ケアもスタッフの介助を要する。

・排便３日ない場合は、グリセリン浣腸１２０ml実施の指示あり。

・こだわりが強く、衣類は紺のスウェット、ジャージのみ希望。

・般若心経のついた手ぬぐいを首にかけている。必要以上に外すと易怒的となる。自ら手ぬぐいを外し、落とす時は訴えがあるサインなので、傾聴する。

・話しかけ、質問は「はい」「いいえ」で答えられるもののみで対応する。

＜水分補給＞10:00　お茶＋トロミ　　　　　　スプーンで

15:00　コーヒー＋トロミ　　　　　　　食べる

＜排泄＞リハパン使用中、２時間毎のトイレ誘導

⇒７時・９時・１１時・１３時・１５時・１７時・１９時・２１時・２３時に実施

　　　　　（１時・３時・５時は誘導不要）

佐々木　司様（３４）　主病名：統合失調症　主治医：田名部Dr.　

　　　　　　　　　　　入院形態：任意入院（当院３回目）

　　　　　　　　　　　指示内容：①イライラの有無　②精神症状の観察

　　　　　　　　　　　洗濯：家族洗濯　食事：常食　

＜経過＞平成２２月５日当院退院後は、比較的落ち着いて経過していた。平成２３年１月に入ってからイライラが憎悪し、物や子供に当り散らす等、精神不穏が大きくなった為、入院希望あり。入院の説明について本人の同意得られた事から、東病棟Ｄユニット２０号室へ任意入院となる。

・ハートクリニックセンターへ通院中。２月１２日（土）8:30～受診予約しており、主治医の許可もおりている。7:30にご家族様迎えに来るとの事。早朝である為、南病棟玄関からの出入りとなる。

・臨時薬が本日昼～２日分処方となっている。

・夕食摂取後、嘔吐する傾向がある。

＜勉強会＞

本日「災害時の対応について」の勉強会開催予定でしたが、入院の都合により、後日改めて設定し、実施予定としています。

